
令和４年７月定例会会議録

大崎町教育委員会



○日 時 令和４年７月 27 日（水）

15 時 30 分から 16 時 50 分まで

○場 所 教育長室

○出席者

教育長 穗園 正幸

教育長職務代理者 口 信男

教育委員 二見 いすず

教育委員 小野 まゆみ

○関係者

管理課長 岡留 和幸

社会教育課長 鎌田 洋一

管理課庶務係長 井元 享一朗



○議事日程

１ 開会

２ 前回会議録の承認

３ 委員の報告

４ 教育長行政報告

５ 報告

（１）報告第 12 号 区域外就学について

（２）報告第 13 号 学力向上プロジェクト夏期講座について

（３）報告第 14 号 「歴史を楽しく学ぼう講座」について

（４）報告第 15 号 「生涯学習県民大学講座」について

（５）報告第 16 号 「チャレンジソロキャンプ」について

（６）報告第 17 号 夏季休業中児童健全育成事業「遊びの学校」について

（７）報告第 18 号 大崎町青少年活動事業「サマーアドベンチャー」について

（８）報告第 19 号 第 18 回くにの松原ビーチスポーツフェスタについて

（９）報告第 20 号 大崎町青少年活動事業「郷土愛を育む歴史探検隊」について

（10）報告第 21 号 大崎町青少年活動事業「キッズセミナー」について

（11）報告第 22 号 「大崎町子ども会リーダー研修」について

６ 議案

７ 委員から提出された動議の討論等

８ その他

９ 翌月の行事等

10 閉会



○議決事項

議案番号 件名 審議の状況 採決次第

なし



○会議要旨

１ 開会

教育長 ただいまから，７月定例会を始めます。

２ 前回会議録の承認

教育長 異議なく承認

３ 委員の報告

口委員 ７月４日月曜日に実施された「大崎中学校の学校訪問」に参加した。

校長先生の教育活動方針等の説明や授業参観を通じ，生徒たちの頑張

っている姿や先生方の熱心な指導を見ることができた。改めて大崎中

学校の良さ，素晴らしさを思い起こすことであった。

次に分館活動に関することで，現在，軽スポーツとして町内外問わ

ずにグラウンドゴルフが盛んに行われているところであるが，このグ

ラウンドゴルフの他に，子どもから高齢者まで幅広くできる軽スポー

ツがないかということで，持留分館長を中心に考案された，冬季オリ

ンピックで人気競技のカーリングを体育館でもできるように，取っ手

のついたストーンを改良した新しいカーリングを，今後持留分館活動

として各集落に広める取り組みが始まった。早速７月 17 日日曜日に，

持留小学校の体育館において，私の加入している集落でもこの活動が

行われたので参加した。今回の参加者数は僅かであったが，軽スポー

ツとして面白く楽しい時間を過ごすことができた。

７月 25 日月曜日に開催された，令和４年度市町村教育委員会委員

研修会に出席した。当日の参加者は，出席者名簿で総勢 87 名だった。

冒頭，鹿児島県の東條教育長の挨拶があり，話の概要として，１番

目に，いじめ問題の取り組みについては県教委と市町村教委が密接に

連携することが必要であること，２番目に，学力向上対策としてタブ

レットなどのＩＣＴ活用を図っていくこと，３番目に，教職員の業務

改善，働き方改革，教職員の不祥事根絶に向けて市町村教委でも推進

してほしいということ，４番目に，教職員不足については危機意識を

共有してほしいということ，最後に，特別支援教育を必要とする児童

生徒が増加していることや，新型コロナ感染防止対策等の課題につい

ては共有して対応していただきたいということなどについて挨拶が

為された。

この後，県教育庁各所管の課長から，学力向上対策，いじめ防止，

教員の業務改善，安全安心な学校施設整備の促進，学校の安全指導・



二見委員

安全管理，来年度実施計画されている全国高等学校総合文化祭，鹿児

島国体・かごしま大会等の重点施策について説明があった。その中で

義務教育課長からは，授業スタイルも大きく変化しているので，主体

的・対話的で深い学びができているかどうか，教育委員の方々につい

ても学校訪問してもらいチェックしてほしいとのことであった。その

他の所管からも，学校訪問や地域における教育委員のチェック協力依

頼が多くあり，我々の任務として，認識を高めて対応していく必要性

を感じた

最後の全体協議では，「特別支援教育の推進」の概要について，特別

支援教育室長の説明の後に６市町村の教育委員から意見発表があっ

た。その一つの意見として，特別支援教育の推進について最も大きな

課題は，専門的な知識を持った教員が不足していることから，障がい

のある子どもに応じた教育が行き届いていない現状があり，是非専門

的な知識を持った教員を配置してほしい等の意見があったが，県の担

当からは教員の成り手が少ない中，やれるところから進めていきたい

との回答が為されていた。

今回，特別支援教育の現状や取り組みについて，県の説明や各市町

村のいろいろな意見を聞いて，自分ながらに知識が希薄であることに

気づいた研修会であった。特別支援教育の推進に先進的な市町村で

は，一例として，教育委員会と学校，保健福祉課などの関係機関と連

携して，３歳児検診，５歳児検診の機会を捉えて，保護者が気軽に子

どもの発達や特性について相談できる体制を整えて，支援が必要な子

どもの早期発見と支援体制を構築している市町村もあり有意義な研

修会であった。

私からも７月４日の大崎中学校の学校訪問と，７月 25 日の令和４

年度市町村教育委員会委員研修会について報告します。

大崎中学校については，校長先生からは大崎中学校の素晴らしいと

ころや多彩な活動に取り組んでいることなどの説明があり，非常によ

く掃除が行き届いていることも含めて，子どもたちがいい環境の中で

大事な中学校３年間を学んでたくさんの経験を積んでいると感じた。

後輩たちの今後の更なる活躍を期待したい。

令和４年度市町村教育委員会委員研修会については， 口委員から

も報告があったが，研修会では様々な内容の説明を受け，午後からの

特別支援教育については，全国的であると思われるが，支援を必要と

する子どもたちが増加し特別支援学級数も増えてきている中で，まだ

そこに支援できる体制が十分でない話もあり，一人一人の子どもの特

性が違うため，その子たち一人一人に目を向けることが大事という話

が印象に残った。また，各地域のにおける課題，現状や取り組みを伺



小野委員

うことができ大変勉強になった。

大崎中学校の学校訪問において，技術の授業を見たときに，はんだ

こてを使用していたが，以前は火傷をする危険があるためＣＳ（コミ

ュニティスクール）に監視の手伝い依頼がきたこともあったが，先日

参観したときはそのような監視をする方もいなかったが，子どもたち

は，けがのないようみんな上手に扱っていたので安心した。

また，７月 18 日に開催された「知事とのふれあい対話」に参加し，

少ない時間であったが，今の教育の現状や，子どもたちにもっと教育

の機会を充実させることはできないかということについて提案した。

また，県の中学校総合体育大会の結果は，空手女子団体が優勝，そ

の他にも陸上，水泳などの種目でもいい成績が出ており，いろいろな

部活が盛んにおこなわれていると感じた。

４ 教育長行政報告

教育長 ※資料に基づき報告

７月２日，生涯学習県民大学講座にてあいさつ。

７月３日，県総合体育大会曽於地区大会の激励。（卓球，男子バレー

ボール）

７月４日，大崎中学校の学校訪問。学力面など小学校から中学校へ

どのように接続していくかが大事であると感じた。

７月８日，町教頭研修会を開催。

７月 12 日，県市町村教育長会第１回専門部会に参加。指導部会に参

加。教職員資質向上（教員不足に伴う成り手の確保），管理職研修のあ

り方，ＩＣＴ機器の活用について協議した。

７月 13 日，社会教育課と尚志館高校を訪問。来年度の国体に向けて

生徒への協力依頼を行った。

同日，町特別支援教育担当者会であいさつ。特別支援教育は喫緊の

課題であり，校内の教育相談の充実，町の教育支援委員会へのつなぎ

等が重要であると感じた。

７月 15 日，薬丸裕英氏町ＰＲ大使委嘱状交付式に参加。

同日，地区教育長会議への参加。部活動の地域移行等について協議。

７月 18 日，知事とのふれあい対話に参加。

７月 19 日，公立高校生徒募集定員策定地区説明会に出席。

７月 20 日，１学期終業式

７月 25 日，遊びの学校開校式にてあいさつ。今年度は参加者 74 名

の参加。



７月 26 日，公民分館長会議に出席。今年度の町民体育祭は，新型コ

ロナウイルス感染症の蔓延に伴い中止。

７月の主な行政報告は以上です。

５ 報告

管理課長

社会教育課長

教育長

二見委員

社会教育課長

教育長

口委員

（１）報告第 12 号 区域外就学について

（２）報告第 13 号 学力向上プロジェクト夏期講座について

資料に基づき説明

（３）報告第 14 号 「歴史を楽しく学ぼう講座」について

（４）報告第 15 号 「生涯学習県民大学講座」について

（５）報告第 16 号 「チャレンジソロキャンプ」について

（６）報告第 17 号 夏季休業中児童健全育成事業「遊びの学校」に

ついて

（７）報告第 18 号 大崎町青少年活動事業「サマーアドベンチャー」

について

（８）報告第 19 号 第 18 回くにの松原ビーチスポーツフェスタに

ついて

（９）報告第 20 号 大崎町青少年活動事業「郷土愛を育む歴史探検

隊」について

（10）報告第 21 号 大崎町青少年活動事業「キッズセミナー」につい

て

（11）報告第 22 号 「大崎町子ども会リーダー研修」について

資料に基づき説明

質疑はありませんか。

生涯学習県民大学講座について，今回の講座の概要等は何か確認す

ることはできるのか。

また配布できる資料等があるかどうか調べます。

質疑はありませんか。

大崎町青少年活動事業「キッズセミナー」について，担当される講



社会教育課長

教育長

師はどのような方がされるのか。

社会教育課の職員で対応します。

質疑はありませんか。

６ 議案

（今回はなし）

７ 委員から提出された動議の討論等

教育長 発言がないので，動議はないものとします。

８ その他

口委員

教育長

教育長

管理課長

課長補佐兼

学校管理係長

（１）学校における事故発生時の救急車搬送要請のガイドラインにつ

いて

７月５日に名古屋市昭和区の小学校で，５年生の児童が顔面を骨折

する大けがをしたが，学校側が救急車を呼ぶなどの対応をとらなかっ

た事案が発生し話題となった。大崎町では，そのような事案が発生し

た場合のガイドラインあるのか。

学校では，転倒などにより頭を打った可能性がある場合には救急車

を呼ぶようになっているところであるが，大崎町における各学校での

救急車搬送要請のガイドラインについては，今後精査してまた説明し

ます。

質疑はありませんか。

（２）教育委員会部局各課の所管事項説明について

先月に引き続き，教育委員会各課の所管事項等について，今回は管

理課の学校管理係の所管事項について担当係長が説明します。

資料に基づき説明



教育長

口委員

課長補佐兼

学校管理係長

質問はありませんか。

各学校の空調機器のフィルター掃除などは各学校で対応している

のか。

空調機器保守点検業務委託において，夏と冬年２回点検と合わせて

フィルター等の掃除まで行っています。

９ 翌月の行事等

管理課長 ８月１日から８月 31 日までの行事を資料に基づき報告

10 閉会

教育長 以上で，７月定例会を終了いたします。

以上


